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自己紹介
 平成１０年より、都立高校教員
 現職研修会で情報科 免許取得
 奈良先端科学技術大学院大学に内地留学 専修免許 情報取得
 大学の非常勤講師（現在は、国際基督教大学のみ）
 教科書・資料集の執筆（日本文教出版 新情報の科学・最新情報トピックス)

 学習指導要領等の改善に係る検討に必要な専門的作業等協力者
（共通教科情報）

 高等学校情報科「情報Ⅰ」教員研修用教材検討委員
 高等学校情報科「情報Ⅰ」教員研修用教材ＷＧ委員

 APEC 2019 CHILE 講演者



中等教育学校 って、ご存じですか？
1998年（平成10年）6月の学校教育法改正

により、新たに定められた学校種
2019年現在、国立4校、公立32校、私立18校

中学校相当を、前期課程
高等学校相当を、後期課程
1年（中1）～6年（高3）までが在籍
途中入学無し



ICTパイロット校の指定

「都立高校改革推進計画・新実施計画」の策定について」より引用
http://www.metro.tokyo.jp/INET/KEIKAKU/2016/02/DATA/70q2c301.pdf

令和元年度末まで4年間の研究指定



初年度 端末の配備
平成28年10月 560台の端末配備
前期課程1・2・3年生
160名ｘ3学年 =480台

教職員 80名分

ワイヤレスディスプレイアダプタ

1人1台 配備

合計560台



平成28年度配備 ARROWS Tab Q506/ME

 CPU Atom™ x5-Z8500
 メモリー 4GB LPDDR3-1600
 ストレージ フラッシュメモリ（eMMC）128GB
 ネットワーク LTE (OCNモバイルONE) 7GB/月

Wi-Fiではなく、
どこでもネットに繋がる

LTEモデル



平成29年度配備 ARROWS Tab Q507/PE

新1年生（8期生）に配備
昨年配備端末は、生徒共に進級

合計720台

端末の性能は
28年度端末と

ほぼ同じ
重量は軽くなった。



第7世代インテル® Core™ i5プロセッサー
フルHD、SSD、アナログRGB、HDMI

平成30/令和元年度配備 LIFEBOOK P728/S

28年度、29年度端末に比較して、CPU・ストレージ等が性能UP

合計1040台



無線LANではなく、LTE
生徒一人あたり、LTE 7GB
全校生徒+教員(880台でシェアパック)
7GB x 1040 = 約7TBの通信が可能

どこでも、インターネット可能
 LTEが繋がらない事例はなし
無線(Wi-Fi)は、プロジェクターとの接続のみ



コロナ禍における
学びの継続について



最初の休校（2月28日の出来事）

新型コロナウイルスに関する都内公立学校に
おける今後の対応（第49報）
 https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/press/press_release/

2020/release20200228_02.html

令和２年３月２日から春季休業まで臨時休業
学年末考査も実施せず、2学期までの評定等を総

合的に評価
3月に予定されていた行事・学校活動はほぼ中止
課題等による学びの継続



2度目の衝撃（4月1日の出来事）

新型コロナウイルス感染症に関する都立学校
の今後の対応について（第145報）
 https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/press/press_release/

2020/release20200401_02.html

春季休業の終了日の翌日から令和2 年5 月6 日
までの間、臨時休業とする。

入学式、始業式は、各学校が予定した日程で、規
模等を縮小し、感染予防策を講じた上で実施
生徒のみ、保護者来場なし等を検討



3度目の衝撃（4月6日月曜日の出来事）

新型コロナウイルス感染症に関する都立学校の
今後の対応について（第145報）
 https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/press/press_release/202

0/release20200409_04.html

入学式は延期（月曜日の昼まで実施するつもりが…)

緊急事態宣言が解除されるまで、登校日はなし



三鷹中等教育学校が行った対応



教科書・書類の発送
東京都の方針を受け、入学式は延期
教科書・ClassiのIDを新入生へ郵送
翌日・翌々日には配送完了

 http://www.mitakachuto-e.metro.tokyo.jp/site/zen/page_0000000_00144.html



Classiを確認した連絡の確認
郵送で送ったID,パスワードでログインできたか？
電話とClassiの掲示板を併用
電話連絡を担任・副担任で実施
Classiの見ましたで確認
すべての入学生と「つながったことを確認」



定期連絡の実施
月・水・金 すべての生徒（新入生・在校）に実施
当初は電話による連絡
生徒のメンタル面にも配慮
面談的要素も含む

さまざまな問題点
電話回線問題
1人3分の短い連絡だとしても膨大な時間が必要



Skypeの活用
電話による定期連絡の問題点を解消
ICTパイロット校で配備されたソフトウェアの活用
 Skype for Bussiness
URLをクリックすることで、ユーザ登録なしで利用可能



4月16日に行った連絡 (Skype)



校内研修の実施
Zoomの利用に向けて、校内研修の実施

企画調整会議・職員会議でもZoomを活用

 http://www.mitakachuto-e.metro.tokyo.jp/site/zen/page_0000000_00702.html



ZoomによるHRの開始
4/30(木) ZoomによるHR開始

電話・Skype・Zoomを活用して生徒とのつな
がり重視

登校できない状況でも生徒と顔の見える関係
を継続

在校生はICTパイロット校端末を活用
新入生は、家庭の協力で、BYODもどき



Zoomによる遠隔授業
あ



時間割のイメージ



遠隔授業のルール
Zoom使用時の名前ルール
例 1年A組41番 三鷹太郎の場合

Zoomの名前 -> 1A41三鷹太郎



遠隔授業を振り返って
学校としての組織対応
全教職員の協力

ブレない対応
オンラインサービスの不具合にも一貫した対応
アクセスができない状況でも混雑時を予測して

生徒・教員が自主的に回避（例 7時前に確認）

非同期授業より、リアルタイム授業


